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幽
霊
な
ど
の
怪
異
は
実
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
幽
霊
な
ど
の
怪
異
を
見
る

人
が
い
る
の
は
、
見
た
人
が
神
経
病
と
い
う
〈
心
の
病
理
〉
で
あ
る
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
、
近
代
初
期
に
な
っ
て
出
現
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
近
代
初
期
に
な
っ
て
、
幽
霊
な
ど
の
怪
異
が
実
在
で
は
な
い
と

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
言
い
方
に
は
、
補
足
が
必
要
で
あ
る
。

　

近
世
怪
談
の
研
究
者
と
し
て
名
高
い
堤
邦
彦
は
、「
怪
異
と
の
共
棲
」（『
伝

承
文
学
研
究
』
50
、
平
成
１２
年
５
月
）「
続
・
怪
異
と
の
共
棲
」（『
京
都
精
華

大
学
紀
要
』
２２
、
平
成
１４
年
３
月
）
の
二
編
に
お
い
て
、
近
世
か
ら
怪
談
に
は

怪
異
を
語
り
つ
つ
否
定
あ
る
い
は
相
対
化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、

述
べ
て
い
る
。
具
体
的
に
言
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
幽
霊
は
〈
錯
覚
や
心
の
迷

い
〉
で
あ
る
と
い
う
解
釈
、
あ
る
い
は
〈「
合
理
性
と
理
知
の
力
」
に
よ
る
怪

談
伝
承
の
矛
盾
点
に
対
す
る
批
判
〉
と
い
う
形
で
現
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、

高
田
衛
は
「
近
世
怪
談
を
通
じ
て
、
幽
霊
の
単
純
存
在
が
素
朴
に
信
じ
ら
れ
て

い
た
時
代
な
ど
は
あ
っ
た
た
め
し
が
な
い
の
で
あ
る
」（『
江
戸
文
学
の
虚
構
と

継
承
』
平
成
１３
年
、
森
話
社
）
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
怪
談
の
怪
異
へ
の
見
方
は
近
代
に
も
引
き
継
が
れ
た
。

　

例
え
ば
、
明
治
初
期
に
お
い
て
も
幽
霊
に
関
す
る
町
の
う
わ
さ
話
も
消
滅
し

て
は
い
な
か
っ
た
た
め
、
あ
る
新
聞
記
事
に
は
次
の
よ
う
に
、
記
さ
れ
て
い
る
。

　

○
猿
若
町
一
丁
目
の
尾
上
菊
五
郎
が
住
で
居
た
う
ち
へ
毎
晩
幽
霊
が
出
る
と

い
う
評
判
で
有
升ま
し

た
が
、
其
家
を
二
級
判
事
補
の
池
田
さ
ん
が
お
買
受
に
な
り

て
日
数
が
立
て
も
ヒ
ウ
と
も
ド
ロ
と
も
い
わ
ず
、
怪
く
も
怖
し
く
も
な
い
そ
う

で
す
。
兎と
か
く角

こ
ん
な
根
も
葉
も
な
い
こ
と
を
言
散ち
ら

す
馬
鹿
の
あ
る
に
は
困
り
升ま
す

よ
。
勿も
ち
ろ
ん論

、
音
羽
家
は
幽
霊
が
得
意
だ
か
ら
の
こ
と
で
も
あ
ろ
う
が
、
ハ
テ
虚う
そ

ら
し
い
流り
ゅ
う
げ
ん言じ

ゃ
な
ア
。　
　
　
　
　
（『
仮
名
読
新
聞
』明
治
８
年
１１
月
１
日
）

　

し
か
し
、
近
代
の
怪
談
に
つ
い
て
の
ス
タ
ン
ス
の
主
流
は
、
怪
談
を
病
理
と

し
て
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
近
世
ま
で
の
怪
談
観
と
は
大
き
く
異
な
っ
て

い
る
。

　

幽
霊
は
〈
錯
覚
や
心
の
迷
い
〉
で
あ
る
と
い
う
解
釈
は
、〈
怪
談
病
理
説
〉
に

つ
な
が
る
見
方
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
近
世
に
お
い
て
は
、
幽
霊
を
見

聞
す
る
の
が
〈
心
の
病
〉
と
ま
で
は
言
っ
て
い
な
い
。
当
然
の
事
な
が
ら
、〈
神

経
病
〉
と
い
う
概
念
に
い
た
っ
て
は
ま
っ
た
く
流
布
し
て
い
な
い
。

　

や
は
り
〈
神
経
病
〉
と
い
う
言
葉
が
流
布
す
る
の
は
明
治
期
に
入
っ
て
か
ら

神
経
病
と
し
て
の
怪
談

　
　
　

─
─
日
本
近
現
代
怪
談
文
学
史
（
１
）

三　

浦　

正　

雄
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で
あ
り
、
そ
れ
は
実
際
に
明
治
期
に
入
っ
て
あ
る
症
状
を
呈
す
る
人
々
が
出

現
し
た
か
ら
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
１２
年
に
翻
訳
刊
行
さ
れ
た
エ
ル
メ
レ
ン
ス
著
、
高
橋
正
純
・
三
瀬
諸

淵
訳
『
原
病
学
各
論　

巻
１４　

神
経
病
篇
』（
大
阪
公
立
病
院
刊
）
を
参
照

し
て
み
よ
う
。

　

神
経
病
と
し
て
収
録
さ
れ
た
病
名
の
大
多
数
が
外
傷
性
・
疾
病
性
の
疾
患

で
あ
る
中
で
「
神
思

憂
」
と
い
う
病
気
の
説
明
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
神

思
鬱
憂
」
は
、
別
名
「
精
神
過
敏
」
と
あ
り
、「
其
症
状
一
モ
患
者
ノ
訴
フ
ル

所
ニ
類
セ
ズ
、尤
モ
甚
キ
者
ニ
於
テ
ハ
、恰
モ

狂
状
ト
為
ル
」と
い
う
。「
然

レ
ド
モ
尋
常
ノ
人
ニ
在
テ
ハ
、
敢
テ
意
ヲ
注
グ
可
キ
病
状
ニ
非
ザ
ル
ナ
リ
。

総
テ
此
病
ヲ
有
ス
ル
人
ハ
、
職
業
ニ
従
事
ス
ル
コ
ト
触
ハ
サ
ル
而の

巳み

ナ
ラ
ズ
、

甚
キ
ハ
身
ヲ
容
ル
ル
ニ
所
ナ
ク
自
殺
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
至
ル
コ
ト
有
リ
」
と

書
か
れ
て
い
る
。

　

軽
い
病
気
だ
と
し
て
も
生
命
を
断
つ
危
険
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
明
ら

か
に
精
神
的
に
不
安
定
な
状
態
を
示
す
病
名
の
よ
う
で
あ
る
。
妄
想
が
見
え

る
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
極
度
の
精
神
的
な
不
安
定
に
な
る
鬱
病
な
ど

の
よ
う
な
心
の
病
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
１２
年
に
、
消
化
器
病
篇
、
全
身
病
篇
と
共
に
神
経
病
篇
が
翻
訳
さ
れ

て
い
る
の
は
、
こ
の
当
時
、
神
経
病
と
診
断
さ
れ
る
人
々
が
増
加
し
て
い
た

こ
と
が
推
定
で
き
る
。

　

こ
の
他
、
明
治
期
に
は
神
経
病
に
関
す
る
翻
訳
書
・
著
書
計
５
冊
が
刊

行
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
三
浦
謹
之
助
『
神
経
病
診
断
表
』（
明
治
２７
年
、

三
浦
謹
之
助
刊
）
に
は
、「
神
経
衰
弱
ハ
『
ヒ
ポ
コ
ン
ド
リ
ー
』
ノ
原
因
ト
ナ

ル
コ
ト
ア
リ
且
ツ
神
経
衰
弱
ニ
ハ
多
少
『
ヒ
ポ
コ
ン
ド
リ
ー
』
ノ
性
質
ヲ
混

ズ
ル
コ
ト
多
シ
…
（
中
略
）
…
精
神
ノ
興
奮
シ
易
キ
ハ
『
ヒ
ス
テ
リ
ー
』
ニ

於
ケ
ル
ガ
如
シ
」
と
あ
り
、「
脳
症
状
」
と
し
て
、「
頭
部
ノ
知
覚
過
敏
、
整
然

タ
ル
精
神
作
用
（
思
考
等
）
ヲ
営
ム
コ
ト
能
ハ
ズ
…
（
中
略
）
…
心
思
沈
鬱
、

不
眠
、
眩
暈
、
外
界
ニ
対
ス
ル
恐
怖
等
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
も
妄
想
が
見
え

る
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
症
状
と
し
て
は
後
に
引
用
す
る
神
経
病
怪
談

の
幽
霊
を
見
た
者
た
ち
の
症
状
に
合
致
す
る
点
が
多
い
。

　

延
広
真
治
は
、「
三
遊
亭
円
朝
『
真
景
累
ケ
淵
』」（『
国
文
学　

解
釈
と
教

材
の
研
究
』
平
成
４
年
８
月
）
に
お
い
て
、「
金
子
準
二
『
日
本
精
神
病
学
書

史
』
を
手
懸
り
に
検
索
す
る
と
、
初
出
は
小
林
桃
塢
『
泰
西
方
鑑
』
二
（
文

政
十
二
年
刊
）、『
毎　
ニ

苦　
ミ

二

魘
夢　
ヲ

一

不
レ

能
二

安
眠
一
ス
ル
コ
ト

』
等
、
プ
レ
ン
キ
の
女
性

治
療
書
に
よ
り
症
状
を
記
し
、
ヒ
ュ
ヘ
ラ
ン
ド
著
、
青
木
浩
斉
訳
『
遠
西
名
医

扶
歇
蘭
度

察
病
亀
鑑
』
上
（
安
政
四
年
刊
）
に
は
第
一
篇
五
『
旬テ
ン
ペ
ラ
メ
ン
ト

百
刺
孟
禿
』
の
黒
胆

液
質
に
関
し
、『
追
想
。
沈
思
。
依イ
ポ
コ
ン
デ
ル

剥
毘
的
児
。
鬱
憂
。
悲
哀
等
ノ
神
経
病
及

ヒ
身
体
腹
部
ノ
慢
性
病
。
内
蔵
壅
塞
ニ
嬰
リ
易
』
い
と
す
る
。」
と
近
世
末

期
頃
か
ら
医
学
書
に
神
経
病
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
明
治
初
期
に
お
け
る
怪
談
と
神
経
病
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
新
聞
記
事
を
見
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。

　
『
仮
名
読
新
聞
』
明
治
１１
年
１１
月
６
日
の
「
猫
々
奇
聞
」
と
い
う
記
事
は
、

怪
談
話
で
あ
る
。〈
お
と
な
〉（
女
性
の
名
）
は
鍋
田
と
と
も
に
亡
夫
の
幽
霊

を
見
て
、
互
い
に
語
り
あ
っ
た
と
い
う
。「
嗚
呼
猫
稼
業
の
罪
作
り
凡
夫
盛

り
に
祟
り
は
な
け
れ
ど
一
度
衰
え
を
示
す
時
は
神
経
病
も
身
か
ら
出
た
錆
と

や
い
は
ん
」
と
、
幽
霊
が
自
ら
の
行
い
に
よ
っ
て
見
え
て
し
ま
う
神
経
病
と

解
釈
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
別
表
は
、『
読
売
新
聞
』
の
記
事
の
〈
心
の
病
理
〉
を
表
す
語
の
語

彙
数
で
あ
る
。
心
の
病
理
を
表
す
幾
つ
か
の
言
葉
の
う
ち
、
明
治
初
期
に
お
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い
て
は
実
話
怪
談
が
〈
神
経
病
〉
と
い
う
言
葉
で
解
釈
さ
れ
て
い
る
用
例
が

多
く
、
神
経
症
・
ノ
イ
ロ
─
ゼ
・
精
神
病
な
ど
に
も
こ
う
し
た
用
例
が
見
ら

れ
る
。

　

怪
談
を
神
経
病
と
見
る
新
聞
記
事
は
明
治
１４
年
頃
ま
で
が
ほ
と
ん
ど
で
、

以
後
は
ま
ば
ら
に
し
か
見
ら
れ
な
く
な
り
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
な
る

と
、
完
全
に
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。（
諸
宗
教
の
興
隆
に
よ
る
霊
性
の
提
唱
・

心
霊
学
の
流
入
に
よ
る
擬
似
科
学
的
な
幽
霊
の
研
究
・
反
近
代
の
思
想
に
よ

る
多
様
な
霊
的
世
界
の
提
唱
な
ど
が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。）

別
表　
『
読
売
新
聞
』に
登
場
し
た〈
心
の
病
理
〉を
表
す
四
語（「
神
経
病
」「
神

経
症
」「
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
」「
精
神
病
」）
の
記
事
数
。（　

）
内
は
町
の

怪
談
話
が
〈
心
の
病
理
〉
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
記
事
の
数
。

大
正
２
年
以
降
は
、
町
の
怪
談
話
が
〈
心
の
病
理
〉
に
よ
る
も
の
と

い
う
記
事
が
皆
無
で
あ
る
た
め
、
省
略
し
た
。

神
経
病

神
経
症

ノ
イ
ロ
ー
ゼ

精
神
病

計

明
治
８

５
（
２
）

１

１
（
１
）

２

９
（
３
）

明
治
９

７
（
５
）

０

０

３

１0
（
５
）

明
治
１0

１

０

１
（
１
）

４
（
１
）

６
（
２
）

明
治
１１

７
（
３
）

０

３

７

１７
（
３
）

明
治
１２

４

０

３

１0
（
１
）

１７
（
１
）

明
治
１３

７
（
４
）

１

３
（
１
）

１5

２6
（
４
）

明
治
１４

５
（
２
）

０

１

１３
（
２
）

１9
（
４
）

明
治
１5

４

０

１

８
（
１
）

１３
（
１
）

明
治
１6

０

３

１

６
（
１
）

１0
（
１
）

明
治
１７

６

２

１

９

１8

明
治
１8

１

０

２

２

５

明
治
１9

２

０

１

５
（
１
）

８
（
１
）

明
治
２0

０

１

０

６
（
１
）

７
（
１
）

明
治
２１

０

２

０

９

１１

明
治
２２

０

０

１

８

９

明
治
２３

１

２

０

８

１１

明
治
２４

２
（
１
）

０

０

４

６
（
１
）

明
治
２5

２

０

２

８

１２

明
治
２6

１

０

２

８

１１

明
治
２７

２
（
１
）

１

１

８

１２
（
１
）

明
治
２8

１

０

０

０

１

明
治
２9

１
（
１
）

１

２

４

８
（
１
）

明
治
３0

０

１

２

７
（
１
）

１0
（
１
）

明
治
３１

１

０

０

１７
（
１
）

１8
（
１
）

明
治
３２

０

０

０

１6

１6

明
治
３３

３

１

１

１７
（
２
）

２２
（
２
）

明
治
３４

１

１

４

１6
（
１
）

２２
（
１
）

明
治
３5

０

２

１

１３

１6

明
治
３6

０

０

１

１5

１6

明
治
３７

０

１

２

１0

１３

明
治
３8

１

１

１

１２

１5

明
治
３9

４

１

５

２３

３３

明
治
４0

１

１

２

１２

１6

明
治
４１

０

０

１

６

７

明
治
４２

２

１

２

６

１１

明
治
４３

２

０

２

１0

１４

明
治
４４

０

０

２

１１

１３

明
治
４5

大
正
元

０

０

０

５

５
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つ
ま
り
明
治
初
期
の
幽
霊
な
ど
の
怪
異
に
対
す
る
一
般
社
会
の
通
念
と
し

て
は
、
怪
談
を
「
神
経
病
」
と
解
釈
す
る
方
向
に
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
本
論
の
主
題
で
あ
る
が
、
江
戸
期
の
流
れ
を
ひ
く
明
治
初
期
の
文

学
・
芸
能
作
品
の
う
ち
に
も
、
怪
談
を
目
撃
者
の
神
経
病
と
解
釈
す
る
風
潮

に
影
響
さ
れ
た
作
品
群
が
存
在
す
る
。

　

そ
れ
で
は
、
幽
霊
な
ど
の
怪
異
を
〈
神
経
病
〉
と
解
釈
す
る
作
品
を
列

挙
し
て
み
よ
う
。
三
遊
亭
円
朝
の
落
語
『
真
景
累
が
淵
』（
明
治
２
年
口
演
、

初
出
『
や
ま
と
新
聞
』
明
治
２0
年
９
月
─
２１
年
１
月
推
定
、
明
治
２１
年
・
井

上
勝
五
郎
（
薫
志
堂
）
刊
）
及
び
『
鏡
ケ
池
操
松
影
』（
５
冊
、
明
治
１8
年

牡
丹
屋
・
朝
香
屋
・
金
桜
堂
）、
河
竹
黙
阿
弥
の
歌
舞
伎
『
木
間
星
箱
根
鹿
笛
』

（
明
治
１３
年
１１
月
初
演
、初
出
『
歌
舞
伎
新
報
』
明
治
１２
年
１２
月
、明
治
１３
年
・

吉
村
い
と
刊
）、
高
畠
濫
泉
『
怪
談
深
閨
廟
』（
初
出
『
絵
入
朝
野
新
聞
』
明

治
１７
年
２
─
３
月
、
明
治
１７
年
・
鶴
声
社
）、
一
竿
齊
宝
洲
『
勧
懲
十
八
番

神
経
闇
開
化
怪
談
』（
３
冊
、明
治
１７
年
、金
亀
堂
・
松
寿
堂
）、関
屋
孝
橘
『
怪

談
怨
緒
環
』（
明
治
１７
年
、
日
月
堂
）、
花
笠
文
京
『
開
明
小
説　

四
季
の
花

籠
』（
明
治
１７
年
、
絵
入
り
自
由
出
版
社
）、
竹
柴
其
水
『
百
物
語
雨
夜
怪
談
』、

香
夢
楼
主
人
『
怪
談
牡
丹
燈
』（
明
治
２0
年
、内
沢
安
二
良
刊
）
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
三
遊
亭
円
朝
『
怪
談
牡
丹
燈
籠
』（
文
久
元
年
作
、
明

治
１７
年
・
東
京
婢
史
出
版
社
）
も
神
経
病
と
関
係
が
深
い
作
品
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
紙
数
の
関
係
で
、
円
朝
、
黙
阿
弥
、
濫
泉
、
宝
洲
の
作
品
を
み
て

ゆ
き
た
い
と
考
え
る
。

　

怪
談
を
神
経
病
と
し
て
解
す
る
社
会
の
風
潮
の
影
響
が
、
新
聞
記
事
ば
か

り
か
文
学
・
芸
能
に
ま
で
及
ん
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
円
朝
の
怪
談
の
人
気
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
記
事
が

新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

去
る
十
一
日
、
柳
橋
の
柳
屋
に
て
三
遊
亭
円
朝
が
怪
談
会
あ
り
。
其
盛
閙

な
る
こ
と
実
に
比
倫
な
し
。（『
朝
野
新
聞
』
明
治
８
年
２
月
１5
日
）

　

つ
ま
り
、
怪
談
話
は
目
撃
者
の
〈
心
の
病
理
〉
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
西

洋
医
学
に
よ
っ
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
し
抑
圧
す
る
社
会
風
潮
な
が
ら
も
、
一
方

で
〈
娯
楽
と
し
て
の
怪
談
〉
と
い
う
江
戸
期
の
延
長
で
怪
談
会
を
楽
し
む
風

潮
も
存
続
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
両
面
性
は
、
何
ゆ
え
両
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
真
景
累
ケ
淵
』
岩
波
文
庫
版
解
説
（
昭
和
３１
年
）
に
お
い
て
、
久
保
田

万
太
郎
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
“
真
景
累
ケ
淵
”
は
、
前
記
、“
累
ケ
淵
後
日
の
怪
談
”
を
改
題
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
改
題
は
、
当
時
の
有
名
な
漢
学
者
に
し
て
、
ま
た
、
社
会
的

有
識
人
だ
っ
た
信
夫
恕
軒
の
助
言
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。“
真
景
”は“
神
経
”

で
“
怪
談
”
と
い
う
言
葉
を
き
ら
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「“
怪
談
”
と
い
う
言
葉
を
き
ら
っ
て
」
と
い
う
こ
と
は
、
円
朝
は
怪
談
否

定
論
者
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
久
保
田
は
、
こ
れ
に
続
く
部
分
で
、
円
朝

を
黙
阿
弥
と
共
に
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

　

神
経
、
あ
る
い
は
神
経
病
を
も
っ
て
す
る
“
幽
霊
”
へ
の
解
明
は
、
黙
阿

弥
も
ま
た
、
ざ
ん
ぎ
り
狂
言
“
木
間
星
箱
根
鹿
笛
”
に
於
て
試
み
た
。
が
、

円
朝
に
し
て
も
、
黙
阿
弥
に
し
て
も
、
時
の
な
が
れ
に
し
た
が
っ
た
ま
で
で
、

か
な
ら
ず
し
も
、
こ
の
開
化
論
を
、
簡
単
に
肯
定
し
た
と
は
思
え
な
い
。
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久
保
田
の
言
う
「“
怪
談
”
と
い
う
言
葉
を
き
ら
っ
」
た
の
は
、
円
朝
で

は
な
く
信
夫
恕
軒
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。矢
野
誠
一
も
、「『
真

景
』
は
、
文
字
通
り
の
意
味
を
、
文
明
開
化
に
わ
い
て
い
た
当
時
の
新
感
覚

語
『
神
経
』
に
ひ
っ
か
け
た
も
の
で
、
信
夫
流
諧
謔
趣
味
の
横
溢
し
た
造
語

だ
っ
た
。」（「
文
明
開
化
に
翻
弄
さ
れ
た
、落
語
家
と
幽
霊
。」
…
『
東
京
人
』

平
成
１6
年
８
月
）
と
述
べ
て
、「
怪
談
」
と
い
う
言
葉
を
排
除
し
た
の
は
信
夫

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
円
朝
が
、
幽
霊
は
神
経
病
で
あ
る
と
い
う
説
を
心
底
か
ら

肯
定
し
て
い
る
か
否
か
を
原
文
で
検
証
し
て
み
た
い
。『
真
景
累
ケ
淵
』
は
、

次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。

　

今
日
よ
り
怪
談
の
お
話
を
申
上
げ
ま
す
る
が
、
怪
談
ば
な
し
と
申
す
は
近

来
大
き
に
廃す
た

り
ま
し
て
、
余
り
寄よ

席せ

で
致
す
者
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、
と
申
す

も
の
は
、
幽
霊
と
云
う
も
の
は
無
い
、
全
く
神
経
病
だ
と
云
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
か
ら
、
怪
談
は
開
化
先
生
方
は
お
嫌
い
な
さ
る
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
故
に
久
し
く
廃す
た

っ
て
居
り
ま
し
た
が
、
今
日
に
な
っ
て
見
る
と
、
却か
え

っ

て
古
め
か
し
い
方
が
、
耳
新
し
い
様
に
思
わ
れ
ま
す
。　
（『
真
景
累
ケ
淵
』）

　
「
幽
霊
と
云
う
も
の
は
無
い
、
全
く
神
経
病
だ
と
云
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
か
ら
」と〈
怪
談
神
経
病
説
〉を
第
三
者
の
他
人
事
の
よ
う
に
語
っ
て
お
り
、

「
怪
談
は
開
化
先
生
方
は
お
嫌
い
に
な
さ
る
事
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
揶
揄
し

た
言
い
ま
わ
し
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
も
、「
却
っ
て
古
め
か
し
い
方
が
、
耳

新
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。」
と
〈
怪
談
神
経
病
説
〉
と
は
異
な
っ
た
志

向
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。

　

円
朝
の
語
り
は
、
次
の
よ
う
に
続
く
。

　

是こ
れ

は
そ
の
昔
、
幽
霊
と
い
う
も
の
が
有
る
と
私
共
も
存
じ
て
お
り
ま
し
た

か
ら
、
何
か
不
意
に
怪
し
い
物
を
見
る
と
、
お
お
怖こ
わ

い
、
変
な
物
、
あ
り
ゃ

ア
幽
霊
じ
や
ア
な
い
か
と
驚
き
ま
し
た
が
、
只
今
で
は
幽
霊
が
な
い
も
の
と

諦
め
ま
し
た
か
ら
、
頓と
ん

と
怖こ
わ

い
事
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
狐
に
ば
か
さ
れ
る
と

い
う
事
は
有
る
訳
の
も
の
で
な
い
か
ら
、
神
経
病
、
又
天
狗
に
攫さ
ら

わ
れ
る
と

い
う
事
も
無
い
か
ら
や
っ
ぱ
り
神
経
病
と
申
し
て
、
何
で
も
怖
い
も
の
は
皆

神
経
病
に
お
っ
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
が
、
現
在
開
け
た
え
ら
い
方か
た

で
、
幽
霊

は
必
ず
無
い
も
の
と
定
め
て
も
、
鼻
の
先
へ
怪
し
い
も
の
が
出
れ
ば
ア
ッ
と

い
っ
て
尻
餅
を
つ
く
の
は
、
や
っ
ぱ
り
神
経
が
些ち

と
怪
し
い
の
で
ご
ざ
い
ま

し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
或
る
物も
の
し
り識

の
方
は
、「
イ
ヤ
イ
ヤ
西
洋
に
も
幽
霊
が
あ
る
、

決
し
て
無
い
と
は
云
わ
れ
ぬ
、
必
ず
有
る
に
違
い
な
い
と
仰お
っ

し
ゃ
る
か
ら
、

私
共
は
「
ヘ
エ
然そ

う
で
ご
ざ
い
ま
す
か
、
幽
霊
は
矢や
っ
ぱ
り張
有
り
ま
す
か
な
と
云

う
と
、
又
外
の
物も
の
し
り識
の
方
は
、「
ナ
ニ
決
し
て
無
い
、
幽
霊
な
ん
と
い
う
は
有

る
訳
の
も
の
で
は
な
い
と
仰お
っ

し
ゃ
る
か
ら
、「
ヘ
エ
左
様
で
ご
ざ
い
ま
す
か
、

無
い
と
い
う
方
が
本
当
で
げ
し
ょ
う
、
と
何ど
ち
ら方

へ
も
寄
ら
ず
障さ
わ

ら
ず
、
只
云

う
な
り
次
第
に
、
無
い
と
い
え
ば
無
い
、
有
る
と
い
え
ば
有
る
、
と
云
っ
て

居
れ
ば
済
み
ま
す
る
が
、
…
（
後
略
）
…　
　
　
　
　
　
（『
真
景
累
ケ
淵
』）

　
「
幽
霊
が
な
い
も
の
と
諦
め
ま
し
た
か
ら
」
と
い
う
の
は
、
何
と
も
皮
肉

な
言
い
ま
わ
し
で
あ
る
。
円
朝
が
、
幽
霊
は
存
在
し
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い

た
こ
と
が
明
白
な
表
現
で
あ
る
。

　

次
に
、「
何
で
も
怖
い
も
の
は
皆
神
経
病
に
お
っ
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
が
」

と
、
こ
れ
ま
た
皮
肉
や
揶
揄
と
も
と
れ
る
語
り
口
で
あ
る
。
文
明
開
化
後
の

近
代
の
合
理
主
義
社
会
に
お
い
て
は
怖
い
も
の
な
ど
は
皆
無
の
は
ず
で
、
も

し
も
怖
い
と
感
ず
る
人
が
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
の
人
の
〈
心
の
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病
〉
で
あ
る
と
い
う
風
に
抑
圧
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
怖

い
も
の
と
は
人
間
の
知
識
や
理
屈
で
は
理
解
で
き
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
文
明
開
化
後
の
近
代
社
会
の
人
間
た
ち
は
、
す
べ
て
の
事
象
を

人
間
の
理
知
で
理
解
で
き
る
と
い
う
傲
慢
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
続
け
て
、「
現
在
開
け
た
え
ら
い
方
で
、
幽
霊
は
必
ず
無
い
も

の
と
定
め
て
も
鼻
の
先
へ
怪
し
い
も
の
が
出
れ
ば
ア
ッ
と
い
っ
て
尻
餅
を
つ

く
の
は
、
や
っ
ぱ
り
神
経
が
些
と
怪
し
い
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。」
と
い

う
風
に
、
文
明
開
化
を
推
進
す
る
合
理
主
義
の
塊
の
よ
う
な
人
種
が
、
も
し

も
幽
霊
の
よ
う
な
非
合
理
的
な
何
物
か
に
出
く
わ
し
た
ら
、
こ
う
い
う
人
た

ち
も
ま
た
神
経
病
な
の
だ
ろ
う
と
、
皮
肉
た
っ
ぷ
り
の
口
調
で
語
る
。
西
洋

で
も
幽
霊
を
目
撃
し
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
こ
と
を
語
る
知
識
人
も
い
る
し
、

他
方
に
は
幽
霊
を
頭
か
ら
否
定
す
る
知
識
人
も
い
る
の
で
、
双
方
に
当
た
り

障
り
な
い
よ
う
に
、
無
い
と
言
え
ば
無
い
あ
る
と
い
え
ば
あ
る
と
言
っ
て
お

け
ば
済
む
─
─
こ
れ
こ
そ
が
明
治
初
期
に
好
ん
で
怪
談
噺
を
創
作
し
た
円
朝

の
処
世
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
と
さ
ら
前
者
の
知
識
人
に
つ
い
て
も

言
及
し
た
と
こ
ろ
に
も
、
幽
霊
の
存
在
を
肯
定
し
た
い
円
朝
の
意
図
が
見
え

る
。
し
か
し
、
近
代
合
理
主
義
者
と
理
屈
で
論
争
す
る
の
は
筋
違
い
で
あ
る

し
、
勝
ち
目
も
な
い
。
そ
こ
で
、
人
を
死
に
至
ら
し
め
る
よ
う
な
罪
悪
を
犯

し
た
者
が
良
心
の
呵
責
か
ら
神
経
病
に
な
り
、
そ
の
人
に
と
っ
て
は
幽
霊
は

存
在
す
る
が
第
三
者
に
は
幽
霊
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
表
現
を
し
て
お
け

ば
幽
霊
は
存
続
で
き
る
と
い
う
意
図
が
現
れ
て
い
る
。

　

詰
り
悪
い
事
を
せ
ぬ
方か
た

に
は
幽
霊
と
云
う
物
は
決
し
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

人
を
殺
し
て
物
を
取
る
と
い
う
よ
う
な
悪
事
を
す
る
者
に
は
必
ず
幽
霊
が
有

り
ま
す
る
。
是こ
れ

が
即
ち
神
経
病
と
云
っ
て
、
自
分
の
幽
霊
を
背し

負ょ

っ
て
居い

る

よ
う
な
事
を
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
真
景
累
が
淵
』）

　

怪
異
を
見
る
の
は
〈
心
の
次
元
〉
の
問
題
で
あ
り
、
人
殺
し
な
ど
人
を
死

に
追
い
込
む
よ
う
な
悪
い
事
を
し
た
人
物
は
神
経
病
と
な
っ
て
自
分
の
心
の

中
に
い
る
幽
霊
を
見
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
悪
い
事
を
し
な
か
っ
た
人
物

に
は
幽
霊
は
存
在
し
な
い
。
幽
霊
な
ど
の
怪
異
は
心
の
問
題
で
、
悪
い
事
を

し
な
い
人
に
は
幽
霊
は
存
在
せ
ず
、
悪
事
を
な
す
者
に
は
必
ず
存
在
す
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
黙
阿
弥
や
濫
泉
な
ど
多
く
の
〈
怪
談

神
経
病
説
〉
を
扱
っ
た
文
学
・
芸
能
の
作
品
に
も
共
通
し
て
い
る
。〈
怪
談

神
経
病
説
〉
に
お
け
る
怪
異
は
、
倫
理
的
原
因
に
よ
る
も
の
で
勧
善
懲
悪
を

説
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
観
点
も
ま
た
怪
談
の
市
民
権
を
確
保
す
る
た
め
の
表
向
き

の
理
屈
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
に
は
円
朝
は
怪
談
肯
定
派
で
あ
り
、

合
理
的
な
説
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
説
明
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
も
の
を
表

現
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。（
後
述
す
る
黙
阿
弥
も
同
様
で
、
濫
泉
・

宝
州
の
作
品
は
合
理
的
説
明
に
よ
る
種
明
か
し
は
さ
れ
る
も
の
の
、
な
ぜ
怪

異
を
見
る
の
か
の
説
明
は
良
心
の
呵
責
と
い
う
以
上
に
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。）

　

只
今
で
は
大
抵
の
事
は
神
経
病
と
云
っ
て
し
ま
っ
て
少
し
も
怪
し
い
事
は

ご
ざ
り
ま
せ
ん
。
明
か
な
世
の
中
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昔
は
幽
霊
が
出
る
の

は
祟た
た

り
が
あ
る
か
ら
だ
怨う
ら
みの

一
念
三
世
に
伝
わ
る
と
申
す
因
縁
話
を
度
々
承

わ
り
ま
し
た
事
が
ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
真
景
累
が
淵
』）

　

昔
の
幽
霊
観
と
し
て
仏
教
思
想
に
よ
る
幽
霊
観
を
述
べ
、
開
化
思
想
に
対
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す
る
違
和
感
を
に
お
わ
せ
、
新
吉
を
恨
ん
で
死
ん
だ
豊
志
賀
が
お
久
に
取
り

憑
き
容
貌
が
一
変
す
る
方
向
へ
話
の
流
れ
を
誘
導
し
て
ゆ
く
。
こ
こ
に
も
、

〈
怪
談
神
経
病
説
〉
と
は
一
致
し
な
い
円
朝
の
幽
霊
観
が
顔
を
出
し
て
い
る
。

　

円
朝
が
、
も
し
本
当
に
幽
霊
の
存
在
は
神
経
病
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る

の
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
ま
わ
り
く
ど
い
言
い
ま
わ
し
は
せ
ず
に
、
罪
悪
を
犯

し
た
た
め
の
心
の
迷
い
に
よ
っ
て
幽
霊
は
見
え
る
の
だ
と
断
定
し
、
落
語
と

い
え
ど
再
三
に
わ
た
っ
て
皮
肉
め
い
た
物
言
い
を
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
『
真
景
累
ケ
淵
』
で
は
、
お
久
の
他
に
も
顔
が
半
面
紫
色
に
ふ
く
れ
あ
が

り
怨
ん
だ
死
者
の
霊
と
そ
っ
く
り
に
な
る
な
ど
、〈
神
経
病
〉
と
い
う
解
釈
で

は
お
さ
ま
り
き
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
た
た
り
の
表
現
が
多
数

登
場
す
る
。

　
『
真
景
累
ケ
淵
』に
と
ど
ま
ら
ず
、最
も
有
名
な
怪
談
の
代
表
作
で
あ
る『
怪

談
牡
丹
燈
籠
』
も
ま
た
、〈
怪
談
神
経
病
説
〉
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
前
半
の

お
露
・
お
米
の
幽
霊
が
新
三
郎
の
も
と
を
訪
れ
る
怪
談
話
は
、
後
に
伴
蔵
の

告
白
に
よ
っ
て
伴
蔵
自
身
の
策
略
に
よ
る
捏
造
だ
と
語
ら
れ
る
こ
と
で
、
幽

霊
と
い
う
怪
異
現
象
が
種
明
か
し
さ
れ
否
定
さ
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
後
半
に
、
伴
蔵
が
殺
害
し
た
伴
蔵
の
妻
お
み
ね
の
霊
の
馮
依
に
よ
っ
て
起

こ
る
第
二
の
怪
談
も
、
馮
依
霊
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
馮
依
さ
れ
た
側

の
心
の
病
気〈
神
経
病
〉に
よ
る
も
の
と
い
う
解
釈
が
成
り
立
つ
わ
け
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
①
「
怪
談
」
と
い
う
言
葉
を
タ
イ
ト
ル
に
付
し
て
い
る
。
②
伴

蔵
の
幽
霊
の
種
明
か
し
の
告
白
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
幽
霊
の
目
撃
者

（
お
国
、
勇
斎
）
も
存
在
し
て
い
る
の
で
、
告
白
自
体
の
信
憑
性
も
疑
わ
れ
る
。

③
お
み
ね
の
怪
談
も
、
社
会
風
潮
に
合
わ
せ
て
神
経
病
と
で
も
解
釈
で
き
る

よ
う
な
描
写
を
し
て
い
る
が
、
お
み
ね
が
馮
依
し
て
伴
蔵
に
よ
る
殺
害
を
語

る
召
使
い
の
お
ま
す
は
、
殺
害
と
は
ま
っ
た
く
関
わ
り
な
く
真
相
も
ま
っ
た

く
知
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
良
心
の
呵
責
に
よ
っ
て
起
る
神
経
病
に
よ
り
幽
霊

に
取
り
憑
か
れ
た
と
い
う
解
釈
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
幽
霊
な
ど
の
怪
異
を
否
定
し
、
幽
霊
は
心
の
病
気
や
錯
覚
で

あ
る
と
す
る
時
代
の
風
潮
に
表
面
だ
け
合
わ
せ
て
怪
談
を
語
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
円
朝
が
、
実
際
に
幽
霊
や
怪
異
の
存
在
を
否
定
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
円
朝
が
こ
の
後
に
創
作
し
た
『
怪
談
乳
房
榎
』（
明
治
２１
年
、
大

川
屋
書
店
・
金
桜
堂
）
で
は
、
は
っ
き
り
と
幽
霊
と
わ
か
る
形
で
登
場
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
新
聞
な
ど
で
も
幽
霊
を
神
経
病
な
ど
の
心

の
病
理
と
し
て
扱
う
と
い
う
動
向
も
一
段
落
し
て
き
た
頃
で
あ
る
。

　

幽
霊
画
の
収
集
で
も
名
高
い
円
朝
が
、
幽
霊
を
空
想
の
産
物
と
考
え
な
が

ら
も
絵
を
収
集
し
て
楽
し
ん
だ
と
い
う
解
釈
も
成
立
す
る
が
、「
売
物
と
し
て

い
た
怪
談
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
与
え
る
よ
す
が
と
す
る
べ
き
意
図
」（
矢
野
誠

一
「
文
明
開
化
に
翻
弄
さ
れ
た
、
落
語
家
と
幽
霊
。」）
が
あ
っ
た
と
考
え
る

方
が
正
し
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
河
竹
黙
阿
弥
の
歌
舞
伎
で
あ
る
。「
怪
談
を
科
学
的
に
描
写
し
よ

う
と
し
た
試
み
が
受
け
て
、『
神
経
病
の
二
番
目
』
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
」（
河

竹
繁
俊
『
河
竹
黙
阿
弥
』
昭
和
３6
年
、
吉
川
弘
文
館
）『
木
間
星
箱
根
鹿
笛
』

を
見
て
み
た
い
。
好
評
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
数
々
の
怪
談
劇
を
書

い
て
い
る
「
黙
阿
弥
の
神
経
病
も
の
は
つ
い
に
こ
れ
き
り
で
あ
っ
た
」（
河

竹
登
志
夫
「
黙
阿
弥
物
に
現
わ
れ
る
幽
霊
」
…
『
幕
間
』
昭
和
３0
年
８
号
）。

　

こ
の
作
品
は
、
博
打
と
放
蕩
に
身
を
持
ち
崩
し
た
男
（
岩
淵
九
郎
兵
衛
）

が
商
売
で
失
敗
し
て
破
産
し
た
と
し
て
、
献
身
的
な
妻
（
お
さ
よ
）
は
自
ら

の
身
を
遊
廓
に
売
り
夫
を
助
け
よ
う
と
す
る
が
、
男
は
一
層
す
さ
ん
だ
遊
興

三
昧
の
生
活
を
送
る
。
や
が
て
真
相
を
知
っ
た
妻
を
、
偶
然
遭
遇
し
た
夫
が
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殺
す
が
、
後
に
男
は
妻
の
幽
霊
に
襲
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

さ
よ　

ち
え
ゝ
恨
め
し
い
九
郎
兵
衛
殿
、
子
迄ま
で

な
し
た
る
女
房
を
其そ
の

身
の
為

に
苦
界
へ
沈
め
、
芸
者
狂
い
に
現う
つ
つを
ぬ
か
し
、
金
迄ま
で

貪む
さ
ぼり
取
り
し
上
、
ま

だ
飽あ
き

足た

ら
で
命
迄ま
で

取
る
と
い
う
の
は
鬼
か
蛇
か
、
是
も
誰
故ゆ
え

女
め
故ゆ
え

、
人

に
恨
み
の
あ
る
か
な
い
か
、
今
に
ぞ
思
い
し
ら
せ
て
や
る
ぞ
。（
ト
物
凄す
ご

く
言
う
、
九
郎
兵
衛
思
入
あ
っ
て
、）

九
郎　

其そ
の

幽
霊
で
名
の
高
い
累か
さ
ねや

お
岩
を
音
羽
屋
が
芝
居
で
見
せ
た
昔
で
も
、

野や

暮ぼ

と
お
化ば
け

は
箱
根
か
ら
先
と
極き
ま

っ
た
山
境
、
其そ
の

山
中
も
小
田
原
へ
纔わ
ず
かに

近
い
地
蔵
前
、
是こ
れ

も
因
果
の
約
束
で
殺
す
心
も
な
か
っ
た
が
、
つ
い
手
が

廻ま
わ

り
足
元
が
悪
い
は
元
よ
り
合が
っ
て
ん点
で
、
元
の
亭
主
の
此こ
の
お
れ己
が
、
引い
ん
ど
う導
渡
し

て
遣や

ろ
う
か
ら
、
開
化
の
世
界
に
開
け
ね
え
、
極き
ま

り
文
句
で
柳
の
下
、
化

け
て
出
よ
う
の
恨
も
う
の
と
、
余
計
な
ご
た
く
を
つ
か
ね
え
で
、
賽さ
い

の
河

原
や
小
地
獄
へ
行
く
に
便
利
な
山
中
で
、
勝
手
に
往
生
し
や
あ
が
れ
。

さ
よ　

幽
霊
な
ど
は
な
い
も
の
と
、
開
化
の
お
人
が
言
お
う
と
も
、
無
念
と

思
う
一
念
を
や
わ
か
残
さ
で
置
く
べ
き
ぞ
。
是こ
れ

に
付
け
て
も
御
主
人
に
ま

だ
年
の
あ
る
体
に
て
、
お
情
深
い
御
夫
婦
へ
、
御
恩
を
送
ら
ら
で
死
ぬ
る

の
が
、
そ
れ
が
一
つ
の
心
掛が
か

り
、
又
二
つ
に
は
湯と
う

治じ

場ば

で
跡
を
慕
う
た
あ

の
お
み
つ
、
此
世
の
名な

残ご

り
も
う
一
目
逢あ

う
て
死
に
た
い
此こ
の

事
を
、
た
っ

た
一
言
知
ら
せ
た
い
、
仮た
と
え令
死
ん
で
も
此こ
の

無
念
、
や
わ
か
晴
ら
さ
で
置
く

べ
き
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
木
間
星
箱
根
鹿
笛
』）

　

お
さ
よ
が
無
法
者
の
夫
に
殺
さ
れ
る
切
羽
詰
ま
っ
た
場
面
で
、
お
さ
よ
は

文
明
開
化
に
よ
っ
て
合
理
主
義
の
社
会
と
な
り
、
幽
霊
な
ど
と
い
う
も
の
が

否
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
自
分
の
無
念
な
思
い
を
残
さ

ず
に
は
（
晴
ら
さ
ず
に
は
）
お
く
も
の
か
、
と
恨
み
の
言
葉
を
述
べ
て
い
る
。

　

お
さ
よ
死
後
の
、
端
役
の
旅
人
宿
の
茂
助
と
権
右
衛
門
金
十
の
会
話
に
登

場
す
る
新
聞
記
事
は
、
失
述
し
た
当
時
の
新
聞
を
思
わ
せ
る
内
容
で
あ
る
。

権
右　

そ
れ
じ
ゃ
読
ん
で
聞
か
せ
よ
う
か
。（
ト
新
聞
を
見
て
、）
開
化
の

世
に
は
な
さ
そ
う
な
、
聞
い
て
も
凄す
ご

き
寺
町
通
積
る
恨
み
の
深
川
に
、
岩

淵
と
い
う
葉は

茶ぢ
ゃ

屋や

あ
り
、
爰こ
こ

に
此こ
の

頃
厄や
っ
か
い介

の
九
郎
兵
衛
と
い
う
士
族
上
り

が
、
病
の
熱
に
浮
さ
れ
て
、
其そ

処こ

へ
出
た
此こ

処こ

へ
出
た
と
さ
な
が
ら
側
に

幽
霊
が
居
る
様
に
思
わ
れ
る
の
は
、
何
か
恨
み
を
受
け
る
こ
と
の
覚
え
が

あ
っ
て
神
経
病
、
段
々
筋
を
探さ
ぐ

っ
て
見
る
と
、
菊
五
郎
で
も
し
そ
う
な
怪

談
、
ぞ
っ
と
駿す
る
が河
の
母
親
か
ら
送
っ
た
刃や
い
ばの
祟た
た

り
迄ま
で

、
委く
わ

し
き
事
は
何い
ず

れ

次
号
に
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
木
間
星
箱
根
鹿
笛
』）

　

一
方
、
当
の
九
郎
兵
衛
は
、
与
七
に
お
さ
よ
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
、
お
さ

よ
の
幽
霊
の
こ
と
を
口
に
す
る
。

九
郎　

そ
れ
が
心
に
か
か
る
故ゆ
え

、
毎
晩
己お
れ

が
目
の
先
へ
、

与
七　

え
。

九
郎　

夢
は
五
臓ぞ
う

の
疲
れ
だ
な
あ
。　
　
　
　
　
　
（『
木
間
星
箱
根
鹿
笛
』）

　

こ
の
よ
う
に
、
九
郎
兵
衛
は
、
お
さ
よ
の
幽
霊
が
神
経
病
に
よ
る
も
の
と

言
う
か
と
思
え
ば
、
与
七
と
の
別
の
会
話
で
は
、
お
さ
よ
の
幽
霊
は
ま
さ
に

実
体
の
あ
る
幽
霊
で
あ
る
と
い
う
言
を
吐
い
て
い
る
。

九
郎　

お
き
つ
を
玉
に
浮
島
の
新
三
郎
の
金
を
取
り
、
そ
れ
を
路
用
に
東
京
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へ
逃
げ
る
所
も
三
枚
橋
、
地
蔵
の
顔
も
二
三
度
騙だ
ま

し
て
金
を
借
り
さ
せ
た
、

お
さ
よ
が
後
ろ
に
居
よ
う
と
は
実
に
夢
に
も
白
鞘さ
や

の
親
の
形
見
の
短
刀
を
、

持
っ
て
居
た
の
が
運
の
尽つ

き
、
お
き
つ
を
恨
ん
で
殺
そ
う
と
突
い
て
か
か

る
を
留
め
る
は
づ
み
、
思
わ
ぬ
深
手
に
是
非
な
く
も
止
め
を
刺
し
て
逃
げ

る
折
、
ぜ
ん
ま
い
織
の
紙
入
を
落
し
た
代
り
に
拾
っ
た
短
刀
、
お
き
つ
が

借
を
小
田
原
か
ら
願
う
と
言
わ
れ
て
仕
方
な
く
、
三
十
円
に
売
っ
た
村
正
、

そ
れ
か
ら
隠
す
身
の
悪
事
が
、
露
顕
な
す
の
も
お
さ
よ
が
一
念
。

与
七　

扨さ
て

は
い
よ
い
よ
お
さ
よ
殿
を
、
こ
な
た
が
手
に
掛
け
殺
し
た
の
か
、

そ
れ
で
は
斯こ

う
い
う
病
い
を
煩
い
、
日
夜
難
儀
を
し
な
さ
る
筈は
ず

だ
、
そ
れ

に
引
替
厚
原
殿
は
許い
い
な
ず
け婚

せ
し
我
妻
を
、
こ
な
た
に
取
ら
れ
恥
辱
を
受
け
、

そ
の
女め
が
た
き敵
の
片か
た
わ
れ割
な
る
私
が
難
儀
に
な
る
を
見
て
、
三
十
円
と
い
う
金
を

恵
み
く
れ
し
は
世
に
稀ま
れ

な
慈
善
を
施
す
志
し
、
是
で
は
出
世
を
し
な
さ
る

筈は
ず

だ
。

九
郎　

其そ
の

慈
善
者
と
裏
表
、
己お
れ

は
お
さ
よ
を
静
岡
か
ら
無
理
に
つ
れ
だ
し
東

京
で
夫
婦
に
な
っ
て
暮
す
内
、
あ
れ
の
是こ
れ

の
と
仕
慣
れ
ね
え
商
法
を
し
て

す
っ
か
り
耗す

り
、
手
足
も
出
な
け
り
ゃ
首
も
廻ま
わ

ら
ず
、
し
ょ
う
こ
と
な
し

に
小
田
原
へ
前
借
を
し
て
娼し
ょ
う
ぎ妓
に
や
り
、
そ
れ
か
ら
度
々
借
込
ん
だ
挙あ
げ
く句

が
死
ぬ
と
偽
い
つ
わ

っ
て
、
百
円
借
り
て
深
み
へ
沈
め
、
と
ど
の
仕
舞
に
殺
し
た

か
ら
は
、
中ち
ゅ
う
う有
に
迷
う
お
さ
よ
の
亡ぼ
う
ね
ん念
、
恨
み
を
言
い
に
来
る
筈は
ず

だ
。

与
七　

な
に
、
恨
み
を
言
う
と
は
。

九
郎　

毎
晩
寝
る
と
お
さ
よ
が
来
て
、
己お
れ

を
殺
し
た
恨
み
を
言
う
。

与
七　

そ
れ
は
お
前
の
気
の
迷
い
、
恨
み
を
言
い
に
来
る
だ
ろ
う
と
、
思
う

心
に
見
え
る
の
だ
、
悪
い
と
知
っ
た
ら
念
仏
で
も
、
毎
晩
唱
え
て
や
ん
な

せ
え
。（
ト
時
の
鐘
、）お
ゝ
秋
の
日
の
釣つ
る
べ瓶

落
し
、も
う
あ
の
鐘
は
入い
り

相あ
い

だ
。

九
郎　

そ
れ
で
は
今
に
、
も
う
暮
れ
る
か
。

与
七　

ラ
ン
プ
の
支
度
を
せ
ず
ば
な
る
ま
い
。

九
郎　

あ
ゝ
灯あ
か

り
が
付
け
ば
目
の
先
へ
、

与
七　

見
え
る
と
い
う
が
心し
ん
け
い
び
ょ
う

経
病
。　
　
　
　
　
　
（『
木
間
星
箱
根
鹿
笛
』）

九
郎　

此
の
短
刀
は
箱
根
か
ら
帰
っ
た
後
に
研と

が
し
た
が
、
恨
み
の
念
が

残
っ
て
居
る
か
、
刃は
が
ね鉄

に
残
る
血ち

汐し
お

の
曇く
も

り
、
己お
れ

が
体
も
是こ
れ
ま
で迄

の
悪
事
の

錆さ
び

に
あ
れ
か
ら
は
、
す
る
事
な
す
事
鶍い
す
かと

な
り
、
と
ど
の
仕
舞
が
引
風
を

し
こ
じ
ら
か
し
て
此
病
気
、
殺
し
た
こ
と
も
今
日
迄ま
で

は
秘
し
隠
し
に
隠
し

て
居
た
が
、
短
刀
か
ら
し
て
厚
原
の
既
に
耳
へ
も
入
っ
た
上
、
相
沢
黒
瀬

の
両
人
が
向
う
面
に
な
る
か
ら
は
、
彼
等
が
口
か
ら
暴ば

れ
る
は
必
定
、
捜た
ん

索さ
く

方
に
聞
か
れ
た
ら
、
明
日
を
も
知
れ
ね
え
我
身
の
上
、
不
孝
に
不
孝
を

重
ね
た
上
、
縄
目
に
逢
は
ば
家
名
の
汚
れ
、
爰こ
こ

ら
が
命
の
捨
所
、
覚
悟
を

し
た
故
其
事
を
、
一
筆
後
へ
書
残
し
、
此
村
正
で
死
ん
だ
な
ら
、
お
さ
よ

が
恨
み
も
晴
れ
る
道
理
、

…
（
中
略
）
…

亡
霊　

よ
く
も
私
を
邪じ
ゃ
け
ん慳

に
も
、
酷む
ご

く
殺
し
な
さ
ん
し
た
な
。

九
郎　

お
ゝ
其
恨
み
は
尤も
っ
とも
だ
、
み
ん
な
己
が
悪
か
っ
た
か
ら
書
置
を
し
て

腹
を
切
り
、
手
前
に
詫わ
び

を
す
る
心
だ
。

亡
霊　

い
い
や
お
前
は
ま
だ
殺
さ
ぬ
、
も
そ
っ
と
此
世
で
憂
目
を
見
せ
ね
ば
、

非
業
に
死
ん
だ
恨
み
が
晴
れ
ぬ
。　
　
　
　
　
　
（『
木
間
星
箱
根
鹿
笛
』）

　

与
七
は
、
幽
霊
は
九
郎
兵
衛
が
お
さ
よ
を
殺
し
た
罪
悪
感
か
ら
く
る
神
経

病
に
よ
る
も
の
と
言
っ
て
い
る
が
、
九
郎
兵
衛
に
憑
い
て
い
る
お
さ
よ
の
霊

を
供
養
す
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
願
哲
ら
僧
た
ち
は
、
何
か
を
感
じ
取
っ
て

い
る
。
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願
哲　

い
や
、
私
等
が
目
に
は
、

四
人　

見
え
ま
せ
ぬ
。

与
七　

な
に
そ
ん
な
も
の
が
見
え
ま
し
ょ
う
。
見
え
る
と
い
う
が
心
の
迷
い
、

心
経
病
で
ご
ざ
り
ま
す
。

九
郎　

何
で
己お
れ

が
迷
う
も
の
だ
。
そ
れ
そ
れ
婆
あ
さ
ん
、
お
前
は
一
つ
内
に

居
た
か
ら
、
手
を
取
っ
て
引
張
る
ぜ
。

つ
め　

え
え
、
気
味
の
悪
い
。（
ト
手
を
ふ
る
い
、）
気
の
せ
い
か
冷
た
い
手

で
、
引
張
ら
れ
る
様
だ
っ
た
。

願
哲　

開
化
の
人
は
な
い
と
い
う
が
、
斯こ

う
し
て
み
る
と
、

四
人　

あ
る
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　

ト
皆
々
四
辺
を
見
て
気
味
の
悪
き
思
入
、

（『
木
間
星
箱
根
鹿
笛
』）

　

幽
霊
は
九
郎
兵
衛
に
し
か
見
え
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
お
さ
よ
殺
し
の
悪

行
か
ら
き
た
神
経
病
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
僧
の
願
哲

ら
四
人
が
そ
ろ
っ
て
、
見
え
な
い
幽
霊
の
存
在
を
実
感
す
る
と
い
う
流
れ
に

な
っ
て
い
る
。
黙
阿
弥
は
、
幽
霊
は
お
か
し
た
業
や
罪
障
か
ら
く
る
神
経
病

に
よ
っ
て
見
え
る
も
の
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
疑
問
符
を
つ
け
て
い
る
感

が
あ
る
。
黙
阿
弥
も
、
円
朝
と
同
様
に
神
経
病
怪
談
の
後
に
は
、
再
び
伝
統

的
な
怪
談
に
回
帰
し
て
ゆ
く
こ
と
か
ら
も
、
時
代
の
流
行
で
あ
っ
た
〈
怪
談

神
経
病
説
〉
を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
距
離
を
置
き
疑
問
を
さ
し
は
さ
ん
だ

物
言
い
に
な
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
高
畠
藍
泉
『
怪
談
深
閨
廟
』、
一
竿
齊
宝
洲
『
神
経
闇
開
化
怪
談
』

の
二
作
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
怪
談
深
閨
廟
』
は
、
材
木
商
か
ら
富
豪
と
な
っ
た
尾
張
屋
重
兵
衛
が
溺

愛
す
る
娘
お
米
が
恋
煩
い
か
ら
病
み
つ
い
た
た
め
に
、
亡
く
な
っ
た
男
と

そ
っ
く
り
の
僧
を
還
俗
さ
せ
て
別
荘
に
引
き
取
っ
て
養
子
と
し
て
娘
と
結
婚

さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
養
子
信
吉
（
元
僧
）
は
、
お
米
の
義

母
で
あ
る
後
妻
の
お
定
と
姦
通
す
る
。
お
定
は
重
兵
衛
失
踪
後
に
お
米
を
折

檻
し
、
お
米
は
屈
辱
と
苦
痛
に
耐
え
か
ね
て
、
怨
み
の
言
葉
を
記
し
て
別
荘

の
二
階
に
か
ら
脱
出
し
て
川
に
飛
び
込
む
。
以
後
、
既
に
化
物
が
出
る
と
い

う
噂
の
あ
っ
た
こ
の
屋
敷
に
、
お
米
の
亡
霊
が
姿
を
現
す
。
凄
じ
い
姿
で
現

れ
た
亡
霊
に
驚
い
て
、
信
吉
・
お
定
ら
は
足
を
す
べ
ら
し
重
傷
を
負
う
。
妻

を
亡
く
し
た
官
員
の
紳
士
で
、
こ
の
化
物
屋
敷
を
買
お
う
と
す
る
三
淵
は
、

「
化
物
屋
敷
を
好
み
は
せ
ぬ
が
御
維
新
以
来
は
人
智
が
開
け
て
妖
怪
変
化
な

ど
と
い
う
不ふ
し
き測
な
者
は
な
い
筈は
ず

だ
か
ら
只
化
物
が
出
る
と
い
う
風う
わ
さ説
ば
か
り

で
安
い
家
な
ら
相
談
を
し
て
見
た
い
も
の
だ
」
と
か
「
何
も
そ
ん
な
に
愕び
っ
く
り然

し
て
恐
れ
る
事
は
あ
る
ま
い
が
鬼き
み
も
う
り
ょ
う

魅
魍
魎
の
類た
ぐ

ひ
な
ん
ど
が
怪
異
を
見
せ
る

と
い
う
事
は
斯か

く
世
の
開
け
ぬ
昔
の
話
し
生
霊
死
霊
の
祟た
た
りな

ど
も
疑
心
暗
鬼

を
生
ず
る
と
い
う
我
意こ
こ
ろで

見
る
者
で
御
座
ろ
う
」
な
ど
と
言
い
、
当
の
信
吉

と
お
定
に
会
い
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
聞
き
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
信
吉
ど
の
は
此こ
な
た方
の
面か
お

が
お
米
に
成な
っ

た
と
云
わ
れ
る
が
先
此
鏡
を
よ
く

見
ら
れ
よ
正
し
く
自
分
の
面か
お

で
あ
ろ
う
。
信
吉
ど
の
も
お
米
と
や
ら
の
面か
お

に

変な
っ

た
と
怪
し
ま
れ
る
が
サ
ア
此
鏡
で
写
し
て
見
給
え
。
自
身
の
顔
に
相
違
は

有
ま
い
。
子
細
は
何
や
ら
存
ぜ
ね
ど
母
御
も
貴
公
も
お
米
と
や
ら
に
怨
ま
る

る
覚
え
が
有
て
互
い
に
心
の
迷
い
か
ら
傍
に
見
て
い
る
我
々
に
は
毫す
こ
しも

異か
わ

ら

ぬ
面
体
が
変
じ
て
見
え
る
も
不
思
議
の
一
ツ
。
其そ
こ処

に
心
が
注つ
い

た
ら
ば
怪
い

と
い
う
者
は
有
る
ま
い
。
其
怪
み
を
怪
ま
ぬ
悟
の
道
は
仏
門
に
入い
っ

て
罪
障
と

懺
悔
し
迷
夢
を
覚
し
て
共
に
奇
病
を
癒
さ
れ
よ
。」　　
　
（『
怪
談
深
閨
廟
』）



神経病としての怪談

（
五
九
）

─ ２58 ─

　
「
縁
あ
る
人
の
奇
怪
の
為
に
悩
ま
せ
ら
れ
疲や
せ

衰
え
て
苦
し
ま
る
る
を
観
る

に
忍
び
ず
お
世
話
を
致
す
は
此
家
の
内
に
お
米
と
や
ら
の
祟た
た
りが

あ
る
と
思
は

る
る
は
神
経
の
感
ず
る
病
根
な
れ
ど
」　　
　
　
　
　
　
（『
怪
談
深
閨
廟
』）

　

三
淵
は
、
幽
霊
が
二
人
の
過
去
に
犯
し
た
罪
障
に
対
す
る
罪
悪
感
か
ら
く

る
神
経
病
に
よ
っ
て
見
え
る
こ
と
を
説
く
。
解
決
法
は
、
仏
門
に
帰
依
し
て

懺
悔
す
る
こ
と
で
、
幻
覚
か
ら
脱
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

作
品
の
末
尾
の
方
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

前
罪
と
悔
し
二
人
が
悪
事
は
今
日
に
消
え
て
今
日
よ
り
妖
怪
変
化
を
見
る

事
な
か
ら
ん
実げ

に
恐
る
べ
き
は
人
欲
の
私
し
な
り
と
諭
さ
る
れ
ば

（『
怪
談
深
閨
廟
』）

　

こ
の
よ
う
に
恨
み
を
の
ん
で
死
ん
だ
と
思
わ
れ
る
人
物
の
幽
霊
が
登
場
す

る
が
、
後
に
種
明
か
し
が
さ
れ
て
ゆ
く
と
、
そ
の
人
物
は
実
は
死
ん
で
お
ら

ず
、
そ
の
人
物
を
死
に
至
ら
し
め
た
者
た
ち
が
罪
悪
感
か
ら
く
る
神
経
病
に

か
か
り
幽
霊
が
見
え
た
と
い
う
筋
書
き
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
竿
齊
宝
洲
の
『
神
経
闇
開
化
怪
談
』
は
、
四
ツ
谷
お
岩
稲
荷
を

舞
台
に
し
た
四
谷
怪
談
に
か
ら
め
た
作
品
で
あ
る
。
士
族
の
赤
岩
鉄
五
郎
は

芸
者
の
お
玉
と
遊
興
に
ふ
け
り
、
芝
居
を
打
っ
て
商
人
の
若
者
か
ら
遊
ぶ
金

を
巻
き
上
げ
る
。
や
が
て
、
借
金
を
し
て
お
玉
を
家
に
入
れ
、
貞
女
の
妻
お

糸
を
さ
ん
ざ
ん
苦
し
め
た
上
、
留
守
の
間
に
間
男
を
引
き
込
ん
だ
な
ど
と
言

わ
れ
の
な
い
言
い
が
か
り
を
つ
け
日
本
刀
を
振
り
回
し
て
、
お
糸
を
追
い
出

す
。
二
夫
に
ま
み
え
る
つ
も
り
の
な
い
お
糸
は
川
に
身
を
投
げ
る
が
、
そ
れ

は
鉄
五
郎
の
手
先
で
あ
る
お
虎
に
よ
っ
て
目
撃
さ
れ
た
。
以
後
、
鉄
五
郎
・

お
玉
・
お
虎
は
、
お
糸
の
幽
霊
の
出
現
に
悩
ま
さ
れ
る
。
し
か
し
、
実
は
お

糸
は
助
か
っ
て
お
り
、
新
し
い
夫
と
幸
せ
に
暮
し
て
い
た
。
自
ら
の
悪
行
を

自
覚
し
た
鉄
五
郎
は
、お
玉
を
斬
り
、自
ら
も
切
腹
す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー

で
あ
る
。

　

こ
の
作
品
の
末
尾
の
部
分
で
、
鉄
五
郎
が
お
玉
を
斬
り
自
ら
も
死
ぬ
場
面

で
は
、

　
（
赤
）
斯か
く

成
り
行
も
悪
事
の
報む

く
い
。
ハ
テ
恐
ろ
し
い
も
の
だ
ナ
ア
。
ト

竹
笛
入
り
の
合
方
に
成
り
、
鳴
瀬
氏
を
始
め
と
し
て
お
糸
夫
婦
が
深
切
に
て
、

我
心た
ま
し
い魂

の
狂
い
か
ら
今
日
の
今
迄ま
で

幽
霊
と
思
っ
た
迷
い
は
晴
れ
た
れ
ど
も
、

晴
れ
ぬ
は
此
身
の
犯
せ
る
罪
。
生
涯
消
ぬ
我
悪あ
く
ご
う業
に
、
其
天
罰
の
廻
り
来
て

斯か
く

成
り
行
は
自
業
自
得
。
久
保
山
栗
原
両
人
の
み
か
何
科と
が

も
な
い
お
虎
迄ま
で

三

人
四
人
手
に
掛
け
た
れ
ば
、
迚と
て

も
活い
き

て
は
居
ら
れ
ぬ
身
体
。
可
愛
や
其そ
な
た方
も

致き
ゅ
う
し
ょ

命
の
重ふ
か
で傷

、
所
詮
助
か
る
訳
に
も
行
ぬ
。
悪
事
の
報む
く

い
と
断あ
き
ら
め念

て
、
巳お
れ

と

一
処
に
死
ん
で
呉
れ
。（
玉
）
夫そ
れ

は
私
し
も
覚
悟
の
前
。
お
糸
さ
ん
を
酷む
ご

く

し
た
悪
事
の
報
い
と
云
う
事
は
宜よ

う
断あ
き
ら
め念

て
居
る
け
れ
ど
、
死
ん
で
も
楽
の

出
来
ぬ
の
は
、
是
か
ら
先
は
地
獄
へ
落
ち
何
な
責
苦
に
遭
う
か
と
夫そ
れ

が
苦
労

で
成
り
升ま
せ

ぬ
。（
赤
）
そ
り
ゃ
其そ
な
た方
斗ば
か

り
じ
ゃ
な
い
。
死
ん
だ
先
が
有
る
物

か
と
主り
き
ん張
で
居
た
も
、
学
問
書
物
の
上
の
手
前
免
許
、
今
に
当
っ
て
思
い
知

る
。
我
魂た
ま

し
い
が
如
何
な
る
も
の
か
犯
せ
る
罪
に
黄
泉
に
て
、
大
焦し
ょ
う
ね
つ
熱
や
叫

喚
の
呵か
し
ゃ
く責
の
責
に
獄
卒
の
手
に
か
か
ら
ね
ば
成
ぬ
身
の
上
。（
玉
）
悪
い
事

を
し
た
故
に
浮
世
の
人
に
疎う
と

ま
れ
れ
ば
、
死
ん
だ
跡
に
て
誰
一
人
、（
赤
）
訪と

い
弔と
む
らい

を
す
る
者
が
、（
玉
）
無
れ
ば
何
時
か
其
責
を
、（
赤
）
脱
る
る
時
は
あ

る
ま
い
わ
へ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
神
経
闇
開
化
怪
談
』）
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こ
こ
に
も
、
幽
霊
は
罪
を
犯
し
た
人
間
の
罪
悪
感
か
ら
見
え
る
も
の
と
い

う
解
釈
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
方
で
は
、
死
後
の
世
界
の
存
在
が
語
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
が
仏
教
思
想
の
死
後
観
で
あ
る
こ
と
は
、『
怪
談
深
閨
廟
』
と

共
通
し
て
い
る
。
井
上
円
了
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
幽
霊
の
存
在
は
否
定

し
な
が
ら
、
死
後
の
世
界
を
肯
定
す
る
と
い
う
描
き
方
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
こ
に
描
か
れ
た
地
獄
観
は
仏
教
の
地
獄
観
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
『
怪
談
深
閨
廟
』『
神
経
闇
開
化
怪
談
』
は
と
も
に
、
幽
霊
と
は
実
在
で

は
な
く
自
ら
の
悪
行
や
罪
障
か
ら
く
る
神
経
病
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

が
、
悪
行
は
後
生
に
お
い
て
悪
い
結
果
を
生
む
と
い
う
死
後
の
世
界
の
存
在

は
、
は
っ
き
り
と
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
二
作
品
と
も
「
深
閨
廟
」「
神
経
闇
」

と
い
う
よ
う
に
「
神
経
病
」
を
も
じ
っ
た
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
が
、「
怪
談
」
と

い
う
言
葉
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
良
心
の
呵
責
か
ら
生
じ
た
神
経
病

に
よ
っ
て
死
ん
で
も
い
な
い
人
物
の
幽
霊
を
見
る
と
い
う
筋
書
き
と
な
っ
て

は
い
る
も
の
の
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
と
い
う
合
理
的
な

説
明
は
そ
れ
以
上
さ
れ
て
い
な
い
。

　
『
怪
談
深
閨
廟
』
は
因
果
応
報
の
理
を
説
い
て
い
る
と
い
う
興
津
要
の
指

摘
（『
異
端
の
ア
ル
チ
ザ
ン
た
ち
』
読
売
新
聞
社
、
昭
和
４７
年
）
も
あ
る
が
、

「
十
悪
も
一
念
よ
り
生
じ
」「
懺
悔
と
は
五
逆
十
悪
も
滅
す
る
と
言
へ
ば
、
前

罪
を
悔
い
し
二
人
が
悪
事
は
今
日
と
消
え
て
、
今
日
よ
り
妖
怪
変
化
を
見
る

こ
と
な
か
ら
ん
」
と
妖
怪
変
化
を
見
せ
る
結
果
を
生
む
悪
は
す
べ
て
心
理
よ

り
生
じ
、
心
の
懺
悔
に
よ
っ
て
悪
は
消
え
妖
怪
変
化
も
消
滅
す
る
と
い
う
仏

教
的
な
唯
心
論
的
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

幽
霊
は
心
の
状
態
に
よ
っ
て
見
え
る
と
解
釈
し
な
が
ら
も
輪
廻
転
生
を
肯

定
し
た
点
で
、
一
般
に
妖
怪
排
撃
と
さ
れ
る
井
上
円
了
の
主
張
が
、
実
は
仏

教
的
な
観
点
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
霊
魂
の
全
面
的
な
否
定
で
は
な

い
と
い
う
主
張
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

例
え
ば
円
了
は
仏
教
的
な
立
場
か
ら
霊
魂
不
滅
論
を
取
り
な
が
ら
、
世
に

言
う
幽
霊
と
霊
魂
と
は
異
な
る
と
し
、
其
の
根
拠
と
し
て
幽
霊
目
撃
談
に
登

場
す
る
幽
霊
に
は
形
色
が
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。（『
迷
信
と
宗
教
』
昭

和
５
年
、
修
文
社
）　

　

結
論
と
し
て
は
、
明
治
維
新
以
後
の
近
代
化
を
ひ
た
走
る
日
本
社
会
に
お

い
て
、
様
々
な
芸
能
・
文
学
作
品
の
中
で
、
幽
霊
な
ど
の
怪
異
は
神
経
病
で

あ
る
と
い
う
流
行
の
概
念
を
も
ち
こ
ん
で
人
々
を
引
き
つ
け
、
実
際
に
そ
う

し
た
解
釈
が
可
能
な
作
品
、
あ
る
い
は
怪
異
の
種
明
か
し
が
さ
れ
る
形
の
作

品
群
が
書
か
れ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
作
品
の
多
く
は
、
怪
異
を
神
経
病

に
よ
る
も
の
と
し
な
が
ら
も
、
罪
悪
を
犯
し
た
も
の
が
心
に
見
る
怪
異
の
不

思
議
を
、
否
定
し
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
輪
廻
転
生
に
つ
い
て
は
、
肯
定
し

て
い
る
。
近
代
合
理
主
義
の
説
明
か
ら
こ
ぼ
れ
お
ち
る
も
の
を
、
こ
れ
ら
の

作
品
は
確
実
に
扱
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

幽
霊
を
神
経
病
と
見
る
見
方
へ
の
疑
念
は
、
多
く
の
近
世
の
文
学
・
文
化

の
流
れ
を
組
む
文
学
者
・
芸
能
者
に
と
っ
て
、
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

円
朝
や
黙
阿
弥
は
も
ち
ろ
ん
、
濫
泉
も
宝
洲
も
こ
う
し
た
疑
念
を
い
だ
い

て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
唯
識
思
想
に
代
表
さ
れ
る
仏
教
思
想
に
お
い
て
も
、
こ
の
世
界

の
す
べ
て
の
存
在
は
心
に
写
る
事
物
と
い
う
形
で
一
元
論
的
に
捉
え
ら
れ
る
。

物
質
も
情
念
も
〈
心
の
次
元
〉
に
お
け
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
幽
霊
や
怪
異

に
つ
い
て
も
こ
れ
は
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
を
神
経
病
と
い
う
病
理
に
よ
る
も

の
と
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
近
代
に
西
欧
的
な
市
民
社
会
を
構
築
す
る
の
に

妨
げ
と
な
る
も
の
を
レ
ッ
テ
ル
張
り
し
て
抑
圧
し
排
除
す
る
制
度
と
不
可
分

で
あ
る
。
文
学
者
・
芸
能
者
た
ち
は
、〈
怪
談
神
経
病
説
〉
に
違
和
感
を
感
じ
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な
が
ら
も
、
享
受
者
を
意
識
し
て
表
面
的
に
摂
取
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で

は
な
い
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
世
界
は
、
人
間
が
人
工
的
に
生
み
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、

す
べ
て
が
人
間
の
考
え
た
理
論
の
尺
度
に
あ
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
、
社
会
を
管
理
す
る
た
め
に
制
度
を
生
み
出
し
、
制
度
に
よ
っ
て
差
別

化
し
て
抑
圧
し
た
り
排
除
し
た
り
す
る
と
い
う
の
が
、
近
代
社
会
の
構
造
で

あ
る
。
神
経
病
と
い
う
定
義
づ
け
は
、
近
代
合
理
主
義
的
解
釈
に
適
さ
な
い

存
在
を
排
除
す
る
た
め
の
制
度
と
考
え
ら
れ
る
。

　

繰
り
返
す
が
、
唯
識
な
ど
の
仏
教
思
想
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
存
在
は

〈
心
的
存
在
〉
と
な
る
。
し
か
し
、〈
心
的
存
在
〉
で
は
あ
る
か
ら
こ
そ
、
一

人
の
人
に
だ
け
見
え
た
幽
霊
も
ま
た
存
在
で
あ
り
、
見
た
者
の
心
の
病
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。
個
人
の
病
理
と
し
て
定
義
づ
け
し
て
封
じ
込
め
て
し
ま

う
こ
と
は
な
い
。

　
〈
怪
談
神
経
病
説
〉
と
い
う
近
代
合
理
主
義
的
な
怪
異
の
解
釈
は
、
近
世

ま
で
の
仏
教
思
想
の
幽
霊
は
心
的
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
幽
霊
観
を
、
表
面

的
に
都
合
よ
く
利
用
し
接
木
す
る
形
で
、
文
学
・
芸
能
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

〈
本
文
中
に
掲
載
し
た
以
外
の
参
考
文
献
〉

櫻
井
進
『
江
戸
の
無
意
識
』
平
成
３
年
、
講
談
社

一
柳
廣
孝
『〈
こ
っ
く
り
さ
ん
〉
と
〈
千
里
眼
〉』
平
成
６
年
、
講
談
社

興
津
要
『
転
換
期
の
文
学
』
昭
和
３5
年
、
早
稲
田
大
学
出
版
部

興
津
要
『
明
治
新
聞
事
始
め
』
平
成
９
年
、
大
修
館
書
店

渡
辺
保
『
黙
阿
弥
の
明
治
維
新
』
平
成
９
年
、
新
潮
社

関
根
黙
庵
『
講
談
落
語
今
昔
譚
』
平
成
１１
年
、
平
凡
社

武
光
誠
『
武
光
誠
の
怪
談
学
』
平
成
１７
年
、
青
春
出
版
社

富
岡
幸
一
郎
『
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の
冒
険
』
平
成
１9
年
、
講
談
社

『
国
文
学
』
特
集
怪
談
、
平
成
１9
年
９
月

永
井
啓
夫
「
三
遊
亭
円
朝
『
怪
談
牡
丹
灯
籠
』」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
平
成
４
年

５
月
）

吉
田
弥
生
「『
累
』
考
」（『
学
習
院
大
学　

国
語
国
文
学
会
誌
』
４４
、
平
成
１３
年
）

百
瀬
泉
「
円
朝
の
幽
霊
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
幽
霊
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
１85
、

平
成
１３
年
２
月
）

尾
崎
秀
樹
「
三
遊
亭
円
朝
」（『
大
衆
文
学
研
究
』１２6
〜
１３１
、平
成
１３
年
１２
月
─
１6
年
６
月
）

今
岡
謙
太
郎
「
林
屋
正
蔵
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
平
成
１5
年
４
月
）

野
口
圭
也
「
三
遊
亭
円
朝
の
霊
魂
観
」（『
日
本
佛
教
学
年
報
』
７１
、
平
成
１8
年
５
月
）

入
口
愛
「
二
人
の
幽
霊
、
二
つ
目
の
怪
談
、
怪
談
の
行
方
」（『
愛
知
淑
徳
大
学　

国
語

国
文
』
３0
、
平
成
１9
年
３
月
）

斎
藤
喬
「『
怖
が
ら
せ
る
も
の
』
と
し
て
の
幽
霊
」（『
論
集
』
３0
、
平
成
１5
年
）
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